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NLP2023 概観

- 知識グラフを利用する研究が盛ん
- LINE、早大は常識知識グラフ（CSKG）の人手+LLMによる構築に力を入れている

- 和製chatGPTの開発着手を2023/05/10に発表！（LINEとソフトバンク）

- 対話

- 応答生成時に関連エンティティ +エンティティの要約を入力する研究

- 応答生成時に用いるエンティティを 記号化して知識の用い方に着目した学習を行う研究

- GNN
- GNNで構築された文献グラフに関する研究

- 外部ツールとの連携

- 複数の外部ツールを用いた Chain of Thought手法で数値計算タスクを解く研究

- KG × BERT
- KBから抽出した埋め込み表現を BERTの埋め込み表現に連結してタスクを解く研究



- 常識に基づく対話応答生成に向けた対話常識グラフの提案（今後

公開予定）
- カテゴリ（出来事、心情）、時系列（前後）、対象（話し手、聞き手）などの次元を

考慮し、推論すべき関係を考慮

- 英語には複数存在するが、日本語には存在しない

- 先行研究にはなかった「どの話者に向けた推論か」という次元に注目

- HyperCLOVA JPにおけるIn-Context Learningにおいて心情の推

論をプロンプトとして付与
- 生成される応答の特徴が変化した

- コーパス上の発話に対してクラウドソーシングで推論を付与

- 構築した対話常識グラフに含まれる最後から二番目までの発話を

履歴とし、最後の発話を生成
- 推論を付加する場合としない場合を比較（相手に対する

- BLEU、distinct、PPLを用いた自動評価においては推論を明示的に

与えた方が人間に近い応答を生成することが示された

- 人手評価に関しては、「動機と反省」に関する推論を与えるより、

「忖度と反応」に関する推論を与えた方が評価が高かった
- 人間らしさよりも、相手を慮った回答が評価されている

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/H1-4.pdf



- クラウドソーシングと大規模言語モデルを併用して

知識グラフを構築する手法を提案
- 知識の記述に関して、少しの例から多くの例を作成してもら

う、という意味で両者は本質的に同じ

- クラウドソーシングによって小規模な知識グラフを構

築し、それをプロンプトに用いることで大規模言語モ

デルが持つ知識を抽出
- 時間的、金銭的コストを削減することを期待

- 小規模な知識モデル（GPT-2、T5）の訓練を行い、

BLEU、BERTscoreによる自動評価、人手評価を

実施
- 自動評価では、T5よりGPT-2が勝った

- 人手評価による尤もらしさはおおむね9割を達成

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/B2-5.pdf



- 日本語常識知識グラフ (CSKG)における生成に関するファクタの分析及び低コストなフィルタリング手法の提案
- 既存のCSKGをショットとして与え、HyperCLOVAの持つ知識をCSKGに引き出すために必要な小規模グラフのサイ

ズを評価
- イベント数は250-300程度で十分
- イベントあたりの推論回数は100程度に増やしてもユニークな推論を行うことができる（既存研究では10程度）

- 低コストフィルタリング
- フィルタリングには負例が必要

- 小規模CSKGのノードのheadとtailを意図的に入れ替えたものを擬似的な負例として採用
- RoBERTa-largeを用いてフィルタモデルを訓練

- JGLUEに含まれるJNLIデータセットを用いて学習・評価
- 適切な閾値を設けることで9割程度の適切なフィルタリングができた

- 簡易的な常識モデルの訓練・評価
- GPT-2をCSKGで訓練
- データサイズが小さい時はフィルタが有効

- 適切なデータと訓練データのサイズにトレードオフがある？
- 大きい時は変化なし

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/B9-1.pdf



- 雑談用の対話モデルにおいて、ユーザーが提示したエンティティに関して対話を
広げるために、対話履歴から次の話題となるエンティティとその 要約を外部から取
得し、モデルの入力文脈に追加する Fine-tune手法を提案

- 先行研究では外部知識トリプルのみを利用していたが、過去の対話履歴を
持ち出せないこと、新たな話題を提示できないことなどが問題だった

- Wikidataから構築した知識グラフから次の話題となるエンティティが存在するか確
認し、次のエンティティの要約を入力文脈に追加

- 事前学習はWikiコーパス、CC-100コーパス、ツイートリプライコーパス
- Fine-tuneはツイート擬似対話コーパス

- 5名の評価者に対して知識トリプルのみを用いたベースラインモデル及び提案モ
デルが生成した対話を提示し、自然性、妥当性、適切性について 5段階評価

- 自然性は0.66、妥当性が0.52、適切性が0.6向上
- ライオン（企業）とライオン（動物）を紐付けるなどの飛躍もあった

- 知識グラフの適切性が求められる

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/H1-2.pdf



- 雑談対話モデルの応答文生成に関して、具体的な知識を学習するより、具体名を記号化して、知識の用い方を抽象化して学習した

方が良いという仮説を検証
- 既存手法よりも多くの知識を応答文に取り入れることが可能であることを確認

- 既存手法のEntity Name Constrained Decoding(ENCD)では応答文のどこに知識を含めるべきか学習を行う
- エンティティを ”[]”で囲うことで参照タイミングを学習（エンティティタグ付き学習）

- このまま用いると具体的な名称を学習に含めてしまいパラメータの無駄遣いになってしまうので、提案手法ではエンティティを記号化する

- 外部から知識を得るのであれば、学習時にエンティティの具体的情報はいらないという仮説

- エンティティをSKA、SKBなどの特殊トークンに置換して学習

- F1、KF1を用いて3通り（ベースライン、ENCD、提案手法）のFine-tuneをした T5を比較
- 提案手法が既存手法を上回った

- 従来手法より「知識の用い方」に特化した学習ができている

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/P8-11.pdf



- 論文の文献情報を表す文献グラフの構築における、グラフ埋め込み、GNNsを用いたリンク予測手法の利用可能性の評価
- 先行研究ではグラフ埋め込み、GNNsを用いた手法は十分に評価できていない

- 題目や要旨などのテキスト情報に SciBERTによって埋め込み表現を得て、 TransEで表現学習
- リンク予測にはGraILを利用してGNNの学習を行う

- ACL Anthologyの過去5年の文献情報(16,916件)を学習に使用
- 3つのモデルを比較し、結果は GraIL < TransE < TransE+BERT

- 文献IDのノードと著者の関係にあるノードを予測するリンク予測タスクで評価
- TransE: 初期表現にランダムな表現を使用
- TransE+BERT: SciBERTを用いた埋め込みを初期表現として使用
- GraIL: TransE+BERT

- GNNsが低評価になる原因の考察
- グラフをスター型で構築したために到達するためのホップ数が大きくなっている
- 出版年など頻出する情報が悪影響を及ぼしている

- グラフの構築方法に改善の余地あり

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/Q2-10.pdf



- LLMによる推論のさらなる高度化を目指し、検索機や

電卓などの複数の外部ツールの利用を可能にするフ

レームワークの提案
- 推論過程を含めて回答を生成するようにプロンプトを設計し、

推論過程の一部として外部ツールを呼び出す文字列を生成

させる

- 実行時に外部ツールの呼び出しが発生したら、推論過程を中

断し、外部ツールの実行結果を推論過程に追記して推論過

程を再開

- プロンプトは利用可能な外部ツールを明示した説明

文、いくつかの問題文と解答のペア（Few-Shot 事
例）、解かせる問題文を結合して構成

- NumGLUEのTask 2(化学の専門知識を要する数値

推論)を以下のツールを用いて解く
- Calculator: Pythonのeval function
- Chemical reaction predictor: 反応物と生成物の入力から化

学反応式を出力

- Molar mass list: 化学式を入力としてその守る質量を出力

- (Zero-shot | Few-shot) × (None | CoT) × (外部ツー

ル)の組み合わせの中から6手法を比較検討
- 提案手法がSOTA https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/Q8-10.pdf



- BERTにドメイン固有の知識を注入するために、 KG
（Wikidata）を入力に結合してFine-tuneする手法の
検討

- 英語、中国語では盛んに行われているが、日本語では未検
討

- 入力文についてMeCabによって分かち書きを行い、
名詞のうちKGでヒットするものを入力に追加する

- KGはTransEによってWikidataの埋め込み表現を獲得して
おく

- JGLUE、子育てFAQデータによって学習・評価
- ほとんどのタスクで性能が向上
- LIMEによる属性の貢献度分析

- 知識があることで新たに正解・不正解になる例が存
在する

- 文脈・語義に沿った知識注入のためにエ
ンティティリンキングを正しく行う必要性が
ある

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/pdf_dir/H1-2.pdf


